
中
国
簡
贖
学
国
際
学
術
研
討
会
参
加
記

・
今
夏

一
九
九

一
年
七
月
二
九
日
か
ら
八
月
二
日
に
か
け
て
、
中
国
甘
粛
省
蘭

州
市
に
お
い
て
≡、
世
界
で
初
め
て
の
中
国
筒
蹟
学
国
際
学
術
研
討
会
が
開
か
れ

た
。
甘
粛
省
政
府
・甘
粛
省
文
化
庁
と
と
も
に
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
力甘
粛

省
博
物
館
・中
国
文
物
研
究
所
ｏ中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
の
四
者
が
事
務

局
と
な
う
て
主
催
し
た
も
の
で
い
中
国
各
地
の
簡
蹟
研
究
者
を
は
じ
め
台
湾

・

香
港
・日
本
か
ら
の
参
加
者
が
相
集
い
、総
勢

一
三
〇
名
を
越
え
る
盛
会
で
あ

や

た
。
日
本
か
ら
は
大
庭
脩
氏
（関
西
大
学
）
を
団
長
に
、永
田
英
正
氏
（京
都
大
学
）

ほ
か
中
国
簡
蹟
学
。中
国
古
代
史
・書
道
史
。東
洋
美
術
史
・日
本
古
代
史
の
研
究

者
や
書
家
ほ
か
計
三
〇
名
が
参
加
し
た
れ
筆
者
は
日
本
の
木
簡
研
究
の
立
場
か

ら
、
中
国
簡
蹟
を
実
見
で
き
る
機
会
に
期
待
し
て

一
行
に
加
え
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
知
見
を
得
る
事
が
で
き
た
の
で
、
こ
こ
に
簡
単
な
紹
介
を
行
な
い
た
い
。

日
本
か
ら
の
一
行
は
七
月
二
七
日
大
阪
空
港
に
て
結
団
し
、
空
路
北
京

へ
向

か
っ
た
。
北
一界
で
故
宮
博
物
院
或
い
は
中
国
歴
史
博
物
館
な
ど
を
見
学
の
後
、

西
安

へ
向
か
う
。
西
安
で
は
新
し
ぐ
な

っ
た
映
西
歴
史
博
物
館
な
ど
を
見
学
、

そ
の
後
二
九
日
に
甘
粛
省
の
省
都
蘭
州
に
入

っ
た
一
蘭
州
で
は
宿
舎
の
蘭
州
飯

店
が
そ
の
ま
ま
国
際
学
術
研
討
会
の
会
場
と
な

っ
た
。
研
討
会
の
日
程
は

佐

藤

信

七
月
三
〇
日
　
開
幕
式

・
全
体
会

（１
）
　
　
　
　
　
　
　
・

七
月
三

一
日
と
八
月

一
日
　
　
分
科
会

（第

一
組
を
第
四
組
）

八
月
二
日
　
　
全
体
会

（２
）
ｏ
開
幕
式

で
あ
り
、
全
体
会
と
二
日
間

。
四
組
に
わ
た
る
分
科
会
で
の
報
告
を
合
わ
せ
、

八
〇
本
に
及
ぶ
報
告
が
用
意
さ
れ
る
と
い
う
大
規
模
な
学
会
で
あ

っ
た
。
各
報

告
に
は
必
ず
日
本
語
通
訳
が
入
っ
た
。
全
体
会
の
報
告
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

岳
邦
湖

（中
国

・
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

「居
延

・
敦
煙
漢
代
峰
隧
遺
址
の
考
古
発
掘
」
　
　
　
　
　
　
　
・

謝
桂
率

（中
国

・
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
）

「新
旧
居
延
簡
冊
書
復
原
研
究
」

何
双
全

（中
国

。
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
）

「居
延
甲
渠
侯
官
漢
筒
の
整
理
と
研
究
」
　
　
　
　
　
一

李
均
明

（中
国

。
中
国
文
物
研
究
所
）
「居
延
漢
筒
の
史
料
価
値
」

何
逮
全

（中
国

。
北
京
師
範
大
学
）
「簡
蹟
と
中
国
史
研
究
」
（以
上
１
）

馬
先
醒

（台
湾

。
中
興
大
学
）
弓
居
延
新
簡
』
商
糖
」

大
庭
脩

（日
本

・
関
西
大
学
）
弓
検
』
再
考
」
　
　
　
　
　
・　
　
　
一
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永
田
英
正

（
日
本

・
京
都
大
学
）
「侯
史
広
徳
坐
罪
行
罰
檄
に
つ
い
て
」

委
錫
圭

（中
国

・
北
京
大
学
）
「漢
簡
文
字
釈
読
上
の
注
意
」

初
世
賓

（中
国

・
甘
粛
省
博
物
館
）
「甲
渠
塞
部
建
置
考
略
」
（以
上
２
）

何
逮
全
氏
の
、
歴
史
学
即
史
料
学
で
は
な
い
、
文
物
出
土
地
の
保
護
を
、
簡
蹟

の
整
理

↓
発
表
を
早
ぐ
、
簡
贖
の
整
理

・
研
究
者
と
歴
史
史
料
の
研
究
者
の
共

同
研
究
を
い
と
い
う
論
言
に
は
重
み
が
あ

っ
た
。
全
体
会
の
討
議
で
は
、
李

・

永
田
報
告
に
関
し
て
侯
官

・
部

・
隧
の
規
模
に
つ
い
て
の
諸
氏
の
見
解
の
相
違

や
、一
大
庭
報
告
の
検
の
移
動
と
機
能
に
つ
い
て
の
話
が
興
味
深
か
っ
た
。

一
簡
蹟
を
利
用
し
た
研
究
ば
か
り
で
は
な
く
簡
蹟
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
研
究

の
報
告
も
み
ら
れ
、
筆
者
に
と
っ
て
は
、
『
居
延
新
簡
』
（文
物
出
版
社
、
一
九
九

〇
年
）
の
釈
文
作
業
グ
ル
ー
プ
で
も
あ
る
初
世
賓

・
李
均
明

」
何
双
全

・
謝
桂

華
諸
氏
な
ど
の
↓
簡
膜
の
機
能
や
整
理
に
つ
い
て
の
報
告

。
発
言
が
印
象
に
残

っ
た
。
こ
り
面
で
の
中
国
の
研
究
レ
ベ
ル
は
か
な
り
高
い
も
の
で
あ
り
、
情
報

公
開
や
録
存
な
ど
の
課
題
と
あ
わ
せ
て
、
今
後
日
本
の
木
筒
研
究
と
の
相
互
交

流
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
。
閉
幕
式
に
お
い
て
は
、
何
逮
全
氏
が
参
加
者
を
代

表
し
て
簡
贖
学
会
設
立
の
提
唱
を
行
な
い
、
拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
「

宿
舎
の
ホ
テ
ル
が
学
会
会
場
で
も
あ
り
、
客
室
で
中
国
の
研
究
者
と
意
見
交

換
が
で
き
た
こ
と
は
有
難
か
っ
た
。
ま
た
（
会
期
に
合
わ
せ
て
甘
粛
省
博
物
館

で
開
催
さ
れ
た
甘
粛
出
土
簡
蹟
文
物
展
で
簡
蹟
を
間
近
に
実
見
し
、
ま
た
担
当

者
に
質
問
で
き
た
こ
と
も
い
収
穫
で
あ

っ
た
。
簡
蹟
の
冊
書
の
検
討

”
復
原
に

は
日
本
木
簡
に
な
い
努
力
と
時
間
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
了
解
で
き
た
。

研
討
会
に
引
き
続
い
て
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
河
西
見
学
会
が
行
わ
れ
、

八
月
三
日
　
蘭
州
を
武
威

（武
威
市
博
物
館

・
文
廟
文
学
）
を
張
按

（泊
）

四
日
　
張
族

（張
抜
市
博
物
館

・
大
仏
寺
見
学
）
を
酒
泉
を
嘉
船
関

（長
城
博
物
館

・
嘉
船
関
関
城
見
学
）
（泊
）

五
日
　
嘉
船
関
ぞ
玉
門
鎮
ぞ
懸
泉

（漢
代

・
懸
泉
置
遺
跡
発
掘
現
場
見

学
）
を
敦
埋

（月
牙
泉
見
学
）
（泊
）

六
日
　
敦
煙
（莫
高
窟
或
い
は
漢
代
陽
関
遺
跡

・
敦
煙
市
博
物
館
見
学
）

と
い
う
コ
ー
ス
で
、
中
国

・
台
湾

¨
日
本
の
総
勢

一
三
〇
名
が
バ
ス
な
ど
の
車

両
七
台
を
連
ね
て
砂
漠
の
中
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
を
ひ
た
走

っ
た
。
延
々
と

続
く
砂
漠
と
長
城

・
峰
隧
、
懸
泉
置
遺
跡
で
の
乾
燥
し
た
筒
贖
の
出
土
状
況
は
、

嘉
船
関
関
城
の
史
跡
整
備
状
況

・
莫
高
窟
な
ど
と
と
も
に
特
に
感
銘
深
い
も
の

で
あ
っ
た
。
研
討
会

・
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
い
時
に
不
慣
れ
な
点
も

見
ら
れ
た
が
、
中
国
主
催
者
側
の
示
さ
れ
た
国
際
学
会
に
対
す
る
熱
意
と
厚
意

に
深
く
感
謝
し
た
い
。

日
本
の
参
加
者
は
、
帰
路
は
空
路
蘭
州
に
戻
り
、
翌
日
再
び
甘
粛
省
博
物
館

を
見
学
、
翌
八
日
蘭
州
か
ら
上
海

へ
飛
び
、
反
省
会
を
開
い
た
。
そ
し
て
八
月

九
日
、
上
海
市
内
見
学
の
後
大
阪
空
港
に
帰
着
、
解
散
し
た
。
筆
者
に
と
っ
て

は
、
初
め
て
の
訪
中
で
も
あ
り
、
中
国
の
土
地
や
遺
跡
の
雄
大
き
を
実
感
で
き

た
ほ
か
、
簡
蹟
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
研
究
状
況
に
触
れ
得
た
こ
と
、
中
国
そ

し
て
日
本
か
ら
参
加
の
人
々
と
情
報
交
換
で
き
た
こ
と
な
ど
、
多
く
の
収
穫
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
有
意
義
な
学
会
参
加
で
あ

っ
た
。




